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事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

ごみの安定処理を推進します

1

平成１２年度以前

安全・環境

4

～

リサイクルプラザ　

清掃資源係

3

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、小牧市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理に関

する条例

2

平成３０年度以降

ごみ対策

市内で回収された資源（空きびん、空き缶、ペットボトル）の選別・圧縮・梱包の中間処理を

行ない、再資源化事業者に引渡した。

リサイクルプラザ運転委託等の委託管理業務を行った。

また、空きびん、空き缶、ペットボトルの手選別業務を行った。

【25年度直接経費の内訳】

　リサイクルプラザ運転委託料（34,125千円）

  リサイクルプラザ設備保守管理委託料（15,248千円）

　リサイクルプラザ施設管理委託料（6,974千円）   　ごみ選別委託料（11,891千円）

　樹木管理委託料（426千円）

　空き缶等供給コンベヤ等修繕料（23,989千円）

　光熱水費・消耗品費・燃料費（8,866千円）　　　　　　事務機器借上料等（381千円）

　電話代等（883千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務用備品購入費（31千円）

【26年度直接経費の内訳】

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市内で回収された資源（空きびん、空き缶、ペットボトル）の再資源化のため、適正な管理を

行う。
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【26年度直接経費の内訳】

　リサイクルプラザ運転委託料（35,748千円）

  リサイクルプラザ設備保守管理委託料（16,117千円）

　リサイクルプラザ施設管理委託料（7,461千円）   　ごみ選別委託料（12,427千円）

　樹木管理委託料（455千円）

　空き缶等供給コンベヤ等修繕料（27,150千円）

　光熱水費・消耗品費・燃料費（10,132千円）　　　　　  事務機器借上料等（507千円）

　電話代等（949千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 業務用備品購入費等（135千円）

【25その他財源の内容】

　自動販売機光熱水費負担金（69千円）

【26その他財源の内容】

　　自動販売機光熱水費負担金（69千円）

○26年度実施内容

　25年度と同様に実施する。
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平成１６年３月末に竣工したので、10年経過し施設の維持管理に補修等の費用が増

加してきた。
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達成状況

市民生活から排出された資源（空き缶、空きびん、ペットボトル）1486トンを適切に中

間処理することができた。また、必要な補修等を実施し、適正に施設を維持管理する

ことができた。
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事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）
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の改善案

引き続き長期設備維持管理計画及び機械設備保守点検の結果に基づき計画的な修

繕・補修に努める。
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再資源化のための中間処理や施設の管理、補修等を適正に執行できているため。判定理由

市民生活から排出された資源（空き缶、空きびん、ペットボトル）の中間処理ができな

くなり、再資源化が図れなくなる。

維　持

長期設備維持管理計画及び機械設備保守点検の結果に基づき計画的な修繕・補修

に努める。
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一次評価のとおり。


